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1 章、第 2 章、第 3 章は、戦略的人的資源管理論の先行研究を概観し、その特









































Snow（1978, 1984）や Porter（1980, 1985）の戦略類型を基に、それぞれの
戦略類型に適合した HRM の検討が実施されている。さらに、適合アプローチ
のメカニズムを説明する要因として、役割行動（Schuler & Jackson, 1987; 






 第 3 章では、普遍的アプローチの先行研究を理論研究、実証研究の観点か
ら概観し、普遍的アプローチの特徴を確認している。普遍的アプローチにおい
ては、Beer, Spector, Lawrence, Mills & Walton（1984）、Walton（1985）、































































仮説 1：戦略と HRM の適合関係が従業員行動に対して有意な影響を与える。 
仮説 2：従業員の心理的側面は、戦略と HRM の適合関係と従業員行動の関係
を調整するだろう。  






















































である。本研究では、戦略と HRM の適合関係を、「会社の戦略を基に HRM
（人材マネジメント）が形成されている」といった抽象度の高い測定尺度を用
いて分析を実施していた。今後の課題として、具体的な戦略に適合した HRM
がどのような施策なのかという観点を考慮した検討が必要になる。第 3 に、
適合アプローチと普遍的アプローチの関係性について更なる検討が必要な点
である。普遍的アプローチの観点として、本研究は、心理的側面を用いた検討
を行ったため、いかなる HRM 施策において戦略と整合性をもつ必要があるの
か、また、普遍的アプローチが想定する HRM 施策を用いることが必要なのか
という施策レベルでの検討が今後必要になる。これらが今後取り組むべき課題
である。  
